
製
薬
業
界
が
ば
ら
撒
く
「黒
い
講
演
料
」

医
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

「
こ
れ
で
連
中
も
年
貢
の
納
め
時
で

す
」
と
医
療
業
界
誌
の
記
者
は
溜
飲
を

下
げ
て
い
る
。
彼
の
一言
つ

「連
中
」
と

は
、　
一
昨
年
以
来
、
不
正
へ
の
関
与
を

指
摘
さ
れ
て
き
た
医
学
部
教
授
た
ち
だ
。

こ
の
連
中
が
恐
れ
る
の
は
、
日
本
製

薬
工
業
協
会
（製
薬
協
）
の

「企
業
活
動

と
医
療
機
関
等
の
関
係
の
透
明
性
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
（以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

に
基
づ
く
資
金
提
供
の
開
示
だ
。
今
年

か
ら

「Ｃ
項
目
」
と
呼
ぶ

「講
師
謝
金
、

原
稿
執
筆
料

・
監
修
料
、
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
等
業
務
委
託
費
」
が
公
開
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
ど
の
医
師
が
、
ど
の
製

薬
企
業
か
ら
い
く
ら
も
ら
つ
て
い
る
か

が
自
日
の
下
に
晒
さ
れ
る
の
だ
。
製
薬

協
は
二
〇

一
一
年

一
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
策
定
し
、　
三
二
年
三
月
に
改
定
。

昨
年
よ
り
奨
学
寄
附
金
な
ど
、　
一
部
の

情
報
の
開
示
を
始
め
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
情
報
開
示

を
進
め
る
上
で
、
医
師
が
最
も
抵
抗
し

た
の
が
Ｃ
項
目
で
あ
る
。
日
本
医
学
会

な
ど
業
界
団
体
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な

医
師
が
反
対
し
た
。
製
薬
協
関
係
者
は

「
日
本
糖
尿
病
学
会
の
幹
部
か
ら
は
、

『Ｃ
項
目
を
公
開
し
た
ら
、
今
後
、
臨

床
開
発
に
は

一
切
協
力
し
な
い
』
と
凄

ま
れ
ま
し
た
し
、
大
阪
大
学
の
森
下
竜

一
教
授
か
ら
は

『こ
ん
な
デ
ー
タ
を
開

示
し
て
、
子
ど
も
が
誘
拐
さ
れ
た
ら
責

任
を
と
っ
て
く
れ
る
の
か
』
と
脅
さ
れ

ま
し
た
」
と
一一一一甲
つ
。

天
皇
の
主
治
医
も
百
回
以
上
の
護
戸

こ
の
結
果
、
製
薬
企
業
各
社
は
、
会

社
に
来
な
い
と
閲
覧
で
き
な
い

「来
社

閲
覧
方
式
」
や
、
来
社
し
て
も

「
コ
ピ

ー
は
禁
止
」
な
ど
、
姑
息
な
手
段
で
お

抱
え
医
師
の
擁
護
に
躍
起
と
な
っ
た
。

医
師
た
ち
の
抵
抗
も
当
然
だ
ろ
つヽ
。

先
月
末
、製
薬
各
社
が

一
三
年
度
の
「Ｃ

項
目
」
の
情
報
開
示
を
終
え
た
が
、
編

集
部
が
入
手
し
た
集
計
デ
ー
タ
の
結
果

に
は
唖
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。
総
額
で
二

十
五
億
円
を
超
え
、　
一
千
万
円
以
上
の

講
演
料
を
受
け
取
っ
た
医
師
が
百
七
十

二
人
も
い
た
の
だ
。

例
え
ば
前
出
の
森
下
は
、　
〓
一一年
度

だ
け
で
、
合
計
百
回
以
上
の
製
薬
企
業

主
催
の
講
演
会
を
こ
な
し
、
総
額
二
千

五
百
万
円
以
上
の
カ
ネ
を
製
薬
企
業
か

ら
受
け
取
っ
て
い
る
。
最
も
多
い
の
が
、

か
の
ノ
バ
ル
テ
イ
ス
フ
ア
ー
マ
（以
下
、

ノ
社
）
で
約
七
百
四
十
万
円
。
次
い
で

ベ
ー
リ
ン
ガ
ー
イ
ン
グ
ル
ハ
イ
ム
（以

下
、
べ
社
）
の
約
六
百
万
円
だ
。
い
ず

れ
も
バ
ル
サ
ル
タ
ン
、
テ
ル
ミ
サ
ル
タ

ン
と
い
う
高
血
圧
治
療
薬
を
販
売
す
る

メ
ー
カ
ー
だ
。
ノ
社
の
社
員
は
薬
事
法

違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
し
、
べ
社
も
同
様

の
販
売
促
進
手
法
を
用
い
て
い
た
。
な

ぜ
な
ら
、
べ
社
の
青
野
吉
晃
前
社
長
は

ノ
社
の
元
営
業
本
部
長
。
「
バ
ル
サ
ル

タ
ン
事
件
の
張
本
人
」
（前
出
の
医
療

業
界
誌
記
者
）と
言
わ
れ
る
始
末
だ
。

疑
惑
を
持
た
れ
た
ノ
社
の
臨
床
研
究

に
対
し
て
、
森
下
が

一
貫
し
て

「不
正

は
な
い
」
と
擁
護
し
た
の
も
納
得
が
い

く
。
こ
れ
で
は
、
「大
学
教
授
と
は
名

ば
か
り
の
製
薬
企
業
の
広
告
塔
」
（阪

大
Ｏ
Ｂ
）と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

森
下
は
日
本
高
血
圧
学
会
の
理
事
だ

が
、
同
学
会
の
他
の
幹
部
た
ち
も
大
差

な
い
。
同
じ
く
理
事
の
苅
尾
七
臣

・
自

治
医
科
大
学
教
授
、
檜
垣
賓
男

・
愛
媛

大
学
教
授
（循
環
器

・
呼
吸
器

・
腎
高

血
圧
内
科
）、
堀
内
正
嗣

・
愛
媛
大
学

教
授
（分
子
心
血
管
生
物

・
薬
理
学
）、

光
山

勝

慶

・
熊
本
大
学
教
授
、
小
室

一
成

・
東
大
教
授
は
、
い
ず
れ
も
年
間

一
千
五
百
万
円
以
上
を
受
け
取
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
小
室
だ
。
天
皇
の
主

治
医
も
務
め
る
医
学
界
の
大
物
だ
が
、

千
葉
大
学
時
代
に
発
表
し
た
バ
ル
サ
ル

タ
ン
の
臨
床
研
究
の
論
文
で
不
正
が
指

摘
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
は
掲
載
誌
編
集

部
の
意
向
で
強
制
的
に
撤
回
さ
れ
、
千

葉
大
は
小
室
が
所
属
し
て
い
た
東
大
に

処
分
を
要
請
し
た
。
さ
ら
に
、
首
相
官

邸
ま
で
が
関
係
省
庁
に
対
し
、
小
室
に

公
的
研
究
費
を
付
け
な
い
よ
う
指
示
し

た
ほ
ど
だ
。

小
室
と
同
様
に
研
究
不
正
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
東
大
医
学
部
教
授
は
、
門
脇

孝
（糖
尿
病

・
代
謝
内
科
）と
黒
川
峰
夫

（血
液

・
腫
瘍
内
科
）だ
。
い
ず
れ
も
、
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今
回
の
情
報
開
示
で
巨
額
の
カ
ネ
を
製

薬
企
業
か
ら
受
け
取
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
。
門
脇
の
場
合
、
約
八
十
回
の
講

演
を
こ
な
し
、　
一
千
八
百
万
円
以
上
の

カ
ネ
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
門
脇
は
東

大
病
院
の
病
院
長
だ
。
都
内
の
国
立
病

院
の
院
長
経
験
者
は

「院
長
は
二
十
四

時
間
三
百
六
十
五
日
拘
束
さ
れ
る
。
朝

の
当
直
医
師

・
看
護
師
か
ら
の
報
告
か

ら
、
夕
方
の
業
務
報
告
ま
で
気
の
休
ま

る
ヒ
マ
が
な
い
」
と
嘆
く
。
同
様
の
重

職
に
あ
っ
た
は
ず
の
門
脇
が
、
時
に
泊

ま
り
が
け
と
な
る
講
演
を
、
年
間
に
八

十
回
以
上
も
ま
と
も
に
こ
な
せ
る
は
ず

は
な
い
。
門
脇
は
本
業
を
そ
っ
ち
の
け

に
し
た
か
、
あ
る
い
は
講
演
名
目
で
製

薬
会
社
か
ら
カ
ネ
だ
け
を
も
ら
つ
て
い

た
の
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。

元
を
た
ど
れ
ば
国
民
の
医
療
費

前
出
の
医
療
業
界
誌
の
記
者
は

「不

祥
事
を
起
こ
す
医
局
に
は
共
通
の
特
徴

が
あ
る
」
と
い
う
。
ま
ず
内
科
な
ど
薬

を
使
う
医
局
で
あ
る
こ
と
。
い
く
ら
興

味
深
い
研
究
を
し
て
い
て
も
基
礎
の
研

究
者
に
講
師
依
頼
の
声
は
か
か
ら
な
い

し
、
外
科
医
の
講
演
会
は
少
な
い
。
年

に
何
十
回
、何
百
回
と
講
演
を
し
た
０
」

と
に
な
っ
て
い
る
）
教
授
た
ち
の
役
回

り
は
、
「学
術
情
報
の
啓
蒙
」
と
謳
い

つ
つ
、
実
際
は
製
薬
企
業
の
論
理
に
従

っ
て
、
講
演
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
が
上
手
に
で
き
れ
ば
、
「副
業
」
と

し
て
十
分
な
報
酬
が
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。

講
演
会
な
ど
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出

し
て
い
る
教
授
の
医
局
で
は
、
必
然
的

に
仕
事
は
部
下
に
丸
投
げ
と
な
り
や
す

く
、
部
下
か
ら
の
報
告
を
鵜
杏
み
に
す

る
場
合
が
多
い
。
こ
の
時
、
部
下
が
不

正
を
働
い
て
い
て
も
チ
ェ
ッ
ク
は
で
き

ず
、
不
正
が
ば
れ
て
も
、
自
分
は
責
任

が
な
い
と
言
い
逃
れ
る
。
ま
さ
に
当
事

者
意
識
の
欠
如
で
あ
る
。

製
薬
企
業
か
ら
高
額
の
講
演
料
を
も

ら
つ
て
い
た
教
授
の
多
く
は
、
国
公
立

大
学
の
職
員
だ
。
こ
う
し
て
講
演
回
数

や
金
額
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
、
お
咎

め
は
な
い
の
か
。
あ
る
東
大
病
院
職
員

は

「東
大
で
は
兼
業
規
制
の
内
規
が
あ

り
ま
す
。　
一
定
の
時
間
と
、
兼
業
か
ら

の
収
入
が
本
給
を
超
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
一一一一甲
つ
。
門
脇
を
は
じ
め
と
し
た

問
題
の
教
授
た
ち
は
、
製
薬
企
業
の
講

演
以
外
に
も
政
府
の
審
議
会
の
委
員
な

ど
を
務
め
、
副
収
入
が
あ
る
は
ず
だ
。

本
業
の
収
入
よ
り
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
収

入
の
方
が
多
く
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

今
回
の
Ｃ
項
目
の
公
表
は
、
改
め
て

製
薬
会
社
と
医
師
の
ど
つ
ぷ
り
な
癒
着

ぶ
り
を
示
す
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
が
全
て
で
は
あ
る
ま
い
。
食
事
、

酒
、
ゴ
ル
フ
、
旅
行
、
妻
へ
の
贈
り
物

…
…
。
薬
屋
の
お
抱
え
医
師
は
、　
一
度

や
つ
た
ら
や
め
ら
れ
な
い
、
ぼ
ろ
儲
け

の
商
売
と
い
う
こ
と
だ
。
た
だ
、
製
薬

会
社
の
カ
ネ
は
、
元
を
た
ど
れ
ば
国
民

の
医
療
費
が
大
半
で
あ
る
。
ま
じ
め
な

納
税
者
が
、　
一
部
の
け
し
か
ら
ん
医
師

た
ち
の
懐
を
潤
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
　

（敬
称
略
）

1順天堂大学大学院1特任教授 (医学研究科)

小田原 雅人 東京医科大学病院 主任教授 (糖尿病・代謝 。内分泌内科 )

久留1米大学1教授 (医学部医学科)

山下 武志 心臓血管研究所付属病院 所長

問山大学大学院 教授 (循環器内科学)

加来 浩平 川崎医療福祉大学 特任教授 (医療福祉経営学科 )

|1轟夫1医学音1泰1良病院 教授 (整形外科 |り||1議
'三鴨 廣繁 愛知医科大学病院教授 (感染症科)

自治医科大学1教授 (内科学講座循環器内科学部門)

森下 竜― 大阪大学大学院 教授 (医学系研究科 臨床遺伝子治療学)

澤
=島
大学大学1院
‐
教授 (心臓血管■高血匡内科学)

受領金額 2,000万円以上 2,500万円未満 15名、1,000万円以上 2,000万円未満 146名
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